
 

 

 

 

新型コロナ感染症対策に伴う対応について（その２） 
 前回の学校だよりで新型コロナウイルスについての対応について載せさせていただきました

が、その後市内でも感染者が増加し、県の感染警報も今月20日まで延長されることとなりまし

た。さらに市教育委員会からの通知等も配信させていただきましたが、今一度本校の感染対策に

ついてレベルを引き上げていくことにしました。 

 子ども達にはこれまで以上に不自由な生活を余儀なくされることとなりますが、大切な命を

守るために職員一同の共通理解のもと今後の学校生活を進めていきたいと考えています。 

(主な対策例) 

〇『おはなしはマスク』いつでも どこでも だれとでもを徹底していきます。 

 ・声を出すときは必ずマスクをしている時、しかもマスクを

しても大きな声を出すことは禁止します。 

 ・体育はソーシャルディスタンスを保てる種目のみ行う。し

かもソーシャルディスタンスをとっても演技はクラス一斉

には行わない(半数ずつ)。マスクは体操服のポケットに保

管し演技をするとき以外は、必ずマスクを着用します。 

 ・給食時は黙食を徹底します。 

 ・音楽でマスクを外す楽器(リコーダー、鍵盤ハーモニカ等)は

使用しません。 

 ・理科室のように一つの机に車座になって座る場合は、授業の

使用は行いません(教室で行います)。 

 ・マスク着用時でも大きな声を出さないようにします。また、

マスク着用していてもペア学習、グループ学習の際は出来

るだけ広くとって10分以内で行います。 

 ・休み時間の遊びもマスク着用。しかも人的接触のない、ソー

シャルディスタンスをとれるものにします。 

 

〇手洗い・うがいを徹底します 

 ・これまで以上に各活動後の手洗いを徹底していきます。 

 ・うがいによる飛沫を防ぐために、水道は両端のみ使用します(うがいの際中央の蛇口は使用

しません)。手洗い場の確保のため給食後の歯磨きを「ブクブクうがい」に変更します。(但

しどうしても歯磨きが必要な場合は、担任に報告後時間差で実施) 

 

〇その他 

・教室の机の間隔を最大限に広げ、常に左右の窓を10～20㎝を

開け、常に換気に努めます。 

 ・縦割り班の活動を中止して、掃除は学年単位で行います。 

 ・なわとび大会も体育の活動に準じて実施方法を変更します(一斉

跳びは行いません) 

 ・人数の多い学級の給食は、従来通りより広い教室や部屋を分散 

して行います(黙食は徹底します)。 

 ・タブレットの持ち帰りは、昨日のスグールでお知らせしたとお 
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りに変更いたしました。 

「持ち運びの負担軽減」「目的外使用の防止」が主な目的です。 

リモートによる授業参加の場合は担任までお知らせください。 

 

〇卒業式について 

   ３月１５日(火)の卒業式は、当初全員参加でと考えていましたが、現在(２月２日現在)の

ところ以下のような方向性で考えています(今後の状況で変更する場合もあります)。 

・当日の来賓はPTA会長と教育委員 保護者は１家庭２名まで 

・当日参加児童は５年生のみ(１～４年生は下校します。ただし各学年でお祝いのビデオメッ

セージを作成して、当日卒業生に見てもらう予定です。５年生は代表者による送辞の予定で

す)  

・卒業生は代表者による答辞の予定です。 

 ・校歌や国家は歌わずに清聴します。 

 ・その他のことは今後検討していきます。 

  

以上が主な対応策となります。一度に子ども達が徹底するのは難しいかもしれませんが、理由

とともに繰り返し指導を行うことで全ての子ども達に定着できると考えます。 

感染力の強いウイルスですので、これまで以上に集団で生活する上での我慢が必要になって

きます。子ども達ののびのびとした自由な活動を保障できないことが一番悔やまれますが、保護

者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いしたいと思います。 

 

給食感謝祭で調理員さんに感謝！ 
 １月２７日は本校で給食感謝祭がリモートで行わ

れました。子ども達一人一人が調理員さんにメッセー

ジカードを送ることで、時節柄直接言葉で伝えられな

くても感謝の気持ちを伝えることができました。 

 また、給食委員会の子ども達は給食についてのイン

タビューやクイズ、教員に昔の給食について聞きだしたことなどを紹介して

くれました。みんなそれぞれの教室での参加となりましたが、クイズに元気

に答えたり、楽しくリモート集会に参加したりしている様子が伺えました。 

 わたしも毎日給食を楽しみにしている一人ですので、毎日の給食には感謝

感謝です…。 

 

学校評価を分析して① 
 子ども達、保護者の皆様にお世話になった学校評価を集計して、以下のようなことが分かって

きました。 

(目標をほぼ達成できたこと) 

 〇学校生活が楽しいと思えること 

 〇学習を通して考え方や行動が成長してきたこと 

(課題がみられること) 

 ●ゲームやテレビ、YouTubeといったメディア視聴にかかわる生活習慣について 

 ●自主学習への取組について 

 ●読書に親しむことについて 

 などがそうです。評価分析を受けて教員の研修で今後どのような手立てが必要なのかをこれ

まで話し合ってきました。今後どのような取組を行っていこうとしているかについては次回の

学校だよりで紹介していきたいと思います。 


